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用語説明

説明

市内小・中学校の平均正答数を百分率で表示。国語、算数・数学の平均正答率は、それ
ぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。

質問調査において、例えば「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」「どちらかとい
えば、当てはまらない」「当てはまらない」の選択肢がある場合、「当てはまる」「どちらかと
いえば、当てはまる」の回答を示す。

目　　次

語句

平均正答率

肯定的な回答

＊本冊子において、児童生徒質問調査及び学校質問調査の回答の数値は、肯定的な回答の割合
　　を示す。
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（３）　調査の内容

　　①   教科に関する調査

　　②   質問調査

○児童生徒一人一人が自らの学習状況を把握し、学習改善や学習意欲の向上につなげる。

出題範囲は、小学校においては小学校第５学年、中学校においては中学校第２学年までに含まれる指導事
項を原則とし、出題内容は、それぞれの教科に関し、以下のとおりである。

小学校においては国語・算数、中学校においては国語・数学の２教科について、調査を実施する。

調査問題では、上記（ア）と（イ）を一体的に問うこととする。出題形式については、記述式の問題を一定割
合で導入する。

（イ）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評
       価・改善する力　等

（ア）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であ
       り常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能　等

　本年４月に小学校第6学年及び中学校第3学年を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の調査
結果や本市における児童生徒の学力の定着状況、生活習慣、学習状況等の分析結果、本市の学力向上の
取組、及び今後の取組を以下のとおりまとめる。

令和6年度　全国学力・学習状況調査の結果・分析と今後の取組について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松阪市教育委員会

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把
　　握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

　　この学習指導要領では、未来を切り拓いていくための資質・能力は、上記の三つの柱が相互に関連し合
いながら、育成されるという考え方に立っている。このようなことから、平成３１年度（令和元年度）以降の調
査では、学習指導要領の趣旨を踏まえ、知識・活用を一体的に問うこととなった。
　　調査問題には、未来を切り拓いていくために、子どもたちに身に付けさせたい力が、具体的に示されてい
る。調査問題自体が、学校や児童生徒に対して、土台となる基盤的な事項を具体的に示していることを踏ま
え、実際の学習指導要領の下での授業改善、児童生徒の学習改善・学習意欲の向上に関して役立てること
が重要であるとしている。

　

 　今の子どもたちやこれから誕生する子どもたちが、成人して社会で活躍する頃は、グローバル化や人工知
能（ＡＩ）等の技術革新が急速に進み、予測困難な時代が予想される。子どもたちには、自ら課題を見つけ、
自ら学び、自ら考え、判断して行動し、仲間とともによりよい社会や人生を切り拓く力が求められる。この状況
を踏まえ、平成２９年３月３１日に幼稚園・小学校・中学校の学習指導要領等の改訂告示が公示された。
　 学習指導要領では、教科等の目標や内容について、以下の三つの柱に基づいて再整理されている。

○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○学校における個々の児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

　

１　調査の概要
（１）  調査の目的

（２）　調査問題の在り方

学校に対する調査

児童生徒に対する調査

　　　学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

　　　指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査

〇生きて働く「知識及び技能」

〇未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」

〇学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」
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　　②  中学校

○ 

○  数学科では、与えられたデータから最頻値を求めることが概ねできている。

● 

●  数学科では、筋道を立てて考え、証明することに課題がある。

67.7 63.4 65.6

国語科では、目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明確にす
ることが概ねできている。

＜令和６年度　各教科の平均正答率＞

＜主な成果○と課題●＞

算数科では、円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ることが概ねできている。

国語科では、資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することに課題がある。

算数科では、球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表す
ことに課題がある。

＜主な成果○と課題●＞

国語科では、話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめることに、
課題がある。

52.7

松阪市 59.1 55.0 57.1

三重県 57.0

国語科では、目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることが概ねできてい
る。

国語 数学 2教科平均

　

２　調査結果

66.0

＋2.1 ＋2.6

松阪市

三重県

全国

全国との差

69.8

＜令和６年度　各教科の平均正答率＞

67.9

67.1 62.3 64.7

（４）　調査実施日　　　　　　令和６年４月１８日（木）

（５）　調査の対象

対象学年及び実施児童生徒数

小学校第６学年　1,302人

中学校第３学年　1,233人

学校名

36校

11校

種　目

小学校調査

中学校調査

（１）  教科に関する調査

　　① 小学校

全国 58.1 52.5 55.3

全国との差 ＋１.0 ＋2.5 ＋1.8

54.9

＋2.3

国語 2教科平均算数
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〇小学校　

国語　 2 二

◇ 出題の趣旨

【高山さんの取材メモ】

　　本問題の平均正答率は、全国平均正答率を上回った。一方で、誤答した児童のうち、資料の言葉や文を取り上げ
ているが、考えたことを書いていない児童の割合が高かった。　
　　学習指導に当たっては、文章を書く目的や意図に応じて伝えたいことを明確にし、客観的な事実を取り上げること
で考えをより深めていくことができるようにすることが大切である。その際には、取り上げた事実と考えとの関係を明
確にしたり、文末表現に注目して事実と考えを混同して書いていないかを確かめたりする場面を設定することも大切
である。

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること
ができるかどうかをみる。

【高山さんの文章】の空欄に入る内容を、【高山さんの取材メモ】を基にして書く

◇学習指導要領の内容　　　〔第５学年及び第６学年〕　思考力、判断力、表現力等  Ｂ 書くこと
　　ウ　目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区別して書いたりするな
　　　　 ど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。

◇松阪市児童の解答状況及び改善方策
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◇松阪市の結果
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【正答例】　
  「お兄さんやお姉さんと遊べて楽しかった」という１
年生や、「みんなが楽しそうでうれしかった」という４ 
年生がいます。このように、「たてわり遊び」のよいと
ころは、学年をこえた交流ができるところだと思いま
す。
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全国

56.6

4.9

松阪市

60.8

4.2

正答率

無解答率
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〇小学校　

算数　 3 （3）直径２２㎝のボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く

松阪市 全国

33.0 36.5

8.3 9.8

    誤答した児童のうち、「22×3.14」と回答した児童の割合が高かった。この場合、球の直径の長さと円周率から体
積を求めることができると誤って捉えていると考えられる。
　　学習指導に当たっては、身の回りの形から図形を捉え、図形を構成する要素を見いだし、体積を求めるために必要
な情報を判断できるようにすることが重要である。例えば、本設問であれば、立方体を真上や真横から観察するなどし
て、球はどこから見ても同じ円であることや、その円の直径は球の直径と等しく、立方体の一辺と等しいことを理解でき
るようにすることが大切である。

◇出題の趣旨

　　　　〔第３学年〕　Ｂ図形
　　(1) 図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　　　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
　　　　　(ウ) 円について、中心、半径、直径を知ること。また、円に関連して、球についても直径などを知ること。
　　　　イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
　　　　　(ア) 図形を構成する要素に着目し、構成の仕方を考えるとともに、図形の性質を見いだし、身の回りのものの形　
　　　　　　　　を図形として捉えること。
　　　　〔第５学年〕　Ｂ図形
　　(4) 立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　　　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
　　　　　(イ) 立方体及び直方体の体積の計算による求め方について理解すること。
　　　　イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
　　　　　(ア) 体積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の体積の求め方を考えるとともに、体積の単位とこれま  
              でに学習した単位との関係を考察すること。

正答率

無解答率

◇学習指導要領の内容

◇松阪市児童の解答状況及び改善方策

◇松阪市の結果

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことができるかどうかをみ
る。

（３）直径22㎝の球の形をしたボールがあります。

このボールがぴったり入る立方体の形をした紙の箱の体積を調べます。

この立方体の形をした紙の箱の体積が何㎤かを求める式を書きましょう。

ただし、紙の厚さは考えないものとします。また、計算の答えを書く必要はありません。

【正答】 22×22×２２
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〇中学校　

国語 1 四

松阪市 全国

正答率 39.8 44.7

無解答率 8.4 9.9

◇学習指導要領の内容　　　〔第１学年〕　思考力、判断力、表現力等　　Ａ 話すこと・聞くこと
　　　　オ　話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考えをまとめること
　　　　≪話合いの進め方の検討、考えの形成、共有（話し合うこと）≫

　　誤答した生徒には、自分の考えが話合いの話題や発言の内容とどのように結びついていているのか、つながりが
分かるようにまとめることに課題があると考えられる。
　　学習指導に当たっては、話合いの中で、話題を意識しながら経過を捉えて話したり聞いたりすることや、話合いの
展開に応じて、互いの発言を結び付け、話し合った内容を踏まえて自分の考えをまとめられるように指導することが大
切である。例えば、グループで話題を決めて話し合い、話し合ったことを基にして自分の考えをまとめる活動が考えら
れる。その際、話合いの序盤で話題について共通理解したり、発言がある程度出された段階でそれらの内容を整理し
たりするなど、小学校で学習したことを生かして建設的に話し合うことが重要である。

話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのように本を選びたいか」について自分の考えを書く

◇松阪市生徒の解答状況及び改善方策
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◇出題の趣旨

◇松阪市の結果

話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。
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ブ

ル

現

象

の

特

徴

に

つ

い

て

取

り

上

げ

な

が

ら
、
こ

れ

か

ら

ど

の

よ

う

に

本

を

選

び

た

い

か

を

具

体

的

に

書

く

こ

と
。

条

件

２

【
話

し

合

い

の

一

部
】
の

誰

の

発

言

と

結

び

付

く

の

か

が

分

か

る

よ

う

に

書

く

こ

と
。

【
フ

ィ

ル

タ
ー
バ

ブ

ル

現

象

の

資

料
】

【
話

し

合

い

の

一

部
】

【正答例】

今井さんが言うように、フィルターバブルには好み

に合った本を選んで示してくれるという便利な面も

あるし、藤田さんが言うように、それ以外の本に出

合いにくくなることもあるので、本を選ぶときには、

インターネットと図書館などとを使い分けたいと思

います。
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〇中学校　

数学　 8 (2)

松阪市 全国

正答率 14.1 17.1

無解答率 14.5 16.4

１８Ｌの灯油を使いきるまでの「強」の場合と「弱」の場合のストーブの使用時間の違いがおよそ何
時間になるかを求める方法を、式やグラフを用いて説明する

　　一次関数を用いて、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することにひき続き課題がある。
誤答の割合としては、ストーブの使用時間と灯油の残量のグラフから、灯油を使い切るまでのおよその使用時間につ
いて読み取っているが、「強」の場合と「弱」の場合のストーブの使用時間の違いがおよそ何時間になるかを求める方
法を数学的に表現できなかった生徒が多かった。思考の過程を的確に表現したり、考えたことを数学的な表現を用
いて説明したりすることに課題があると考えられる。
　　学習指導に当たっては、様々な問題を数学を用いて解決できるようにするために、問題解決の構想を立てたり、問
題解決の過程や結果を振り返ったりする活動を取り入れることが重要である。その際、数学を活用する方法を説明で
きるように指導することが大切である。

【正答例】
〈アを選択した場合〉
・「強」の場合の式と「弱」の場合の式について、それぞれの式　
　　にy ＝０ を代入し、x の値の差を求める。
〈イを選択した場合〉
・「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフについて、y の値
　　が０のときのx の値の差を求める。
・「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフについて、y 座
　　標が０のときの２点間の距離を読み取る。

　　◇学習指導要領の内容　　　〔第２学年〕　Ｃ関数
　　　　(1) 一次関数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
　　　　　イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
　　　　　（イ）一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。

　　◇松阪市の結果

　　◇出題の趣旨

　　第一中学校の文化祭では、会場の体育館を暖めるために、灯油を燃料とする大型のストーブを設置します。文化祭
当日は、体育館を６時間使用します。文化祭の実行委員の結衣さんは、１８Ｌの灯油が入ったストーブの使用計画を立
てることになりました。ストーブの説明書には、次の情報が書かれています。

　　結衣さんは、ストーブを６時間使用して、１８Ｌの灯油をちょうど使い切るように、「強」と「弱」の設定の組み合わせを
考えることにしました。そのために、１８Ｌの灯油が入ったストーブの「強」の場合と「弱」の場合について、ストーブの使
用時間と灯油の残量の関係を調べることにしました。
　そこで、結衣さんは、説明書の情報の１時間あたりの灯油使用量は常に一定であるとし、ストーブを使用し始めてか
ら x 時間経過したときの灯油の残量を y Ｌとして、「強」の場合と「弱」の場合の x と yの関係をそれぞれ　　　　　　　　　
y ＝１８-４x、y ＝１８-２.５x と表しました。そして、この２つの式をそれぞれ y ＝ -４x +１８、y ＝ -２.５x +１８と表し直
し、下のようなグラフをかきました。

（２）右のストーブの使用時間と灯油の残量から、ストーブを使用し始
めてから１８Ｌの灯油を使い切るまでの「強」の場合と「弱」の場合の
使用時間の違いがおよそ何時間になるかを考えます。下のア、イのど
ちらかを選び、それを用いて「強」の場合と「弱」の場合のストーブの
使用時間の違いがおよそ何時間になるかを求める方法を説明しなさ
い。
　　ア、イのどちらを選んで説明してもかまいません。また、実際に何時
間かを求める必要はありません。
ア　　　「強」の場合の式 y ＝ -４x +１８と「弱」の場合の式 
　　　　y ＝ -２.５x +１８
イ    　「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

　　◇松阪市生徒の解答状況及び改善方策

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる。

ストーブの使用時間と灯油の残量
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①　　基本的生活習慣等
　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（2） 78.8 82.1 82.9 79.3 81.7 80.7

（3） 91.0 91.6 91.6 93.5 93.1 92.5

（4） 15.3 17.9 19.8 20.8 17.4 16.6

（5） 20.8 23.4 25.7 24.2 26.9 28.9

（6） 45.1 47.4 49.0 15.7 17.4 19.9

（7） 67.4 68.7 71.1 74.4 74.0 72.2

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

　②　　挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（9） 80.6 82.4 84.1 83.8 83.8 83.3

（10） 91.4 90.6 89.9 91.7 91.4 90.4

（11） 79.8 81.6 82.4 66.8 67.5 66.3

（12） 92.3 93.1 92.7 92.3 90.4 90.1

（13） 96.7 97.1 96.7 97.5 96.4 95.7

（14） 63.6 65.9 67.1 72.6 69.7 67.5

（16） 83.5 84.0 84.8 85.2 85.4 83.8

（17） 72.1 74.5 75.8 76.8 77.6 76.2

（18） 93.4 91.1 91.1 90.5 90.7 90.1

（19） 92.0 92.1 91.7 90.4 90.6 89.8

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

（２）     質問調査
Ⅰ＜児童生徒質問調査＞

番号
小学校第６学年 中学校第３学年

質問事項

将来の夢や目標を持っていますか

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方につい
て、家の人と約束したことを守っていますか（Ｒ４と比較）

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
携帯電話やスマートフォンでSNSや動画視聴などをします
か　※1時間以内（Ｒ４と比較）

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日
当たりどれくらいの時間、PC・タブレットなどのＩＣＴ機器
を、勉強のために使っていますか（遊びなどの目的に使う
時間は除く）　※1時間以上

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯
電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか
　※1時間以内（Ｒ４と比較）

　　中学校においては、上記で取り上げた全ての質問項目で、肯定的に回答した児童生徒の割合が全国の割合を上
回っており、前回調査結果と比べてもほとんどの質問において改善傾向が見られる。
　　（１０）に対して、小中学校ともに全国の割合を上回っており、９０％以上の児童生徒が肯定的に回答している。
　　（１８）（１９）に対して、小中学校ともに全国の割合を上回っており、前回調査結果と同等以上となっている。

（数値は肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合）

番号
小学校第６学年 中学校第３学年

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います
か

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつ
でも相談できますか

質問事項

自分には、よいところがあると思いますか

人が困っているときは、進んで助けていますか

学校に行くのは楽しいと思いますか

（数値は肯定的な回答の割合）

　　「質問番号（２）」（以下質問番号のみ記載する）については、小中学校ともに前回調査結果と比べて改善傾向が
見られるが、全国の割合は下回っている。（３）に対して、小中学校ともに９０％以上の児童生徒が肯定的に回答して
おり、前回調査結果から改善傾向が見られる。一方で、（５）（６）に対して、１時間以内と回答した児童生徒は、全国
の割合を下回っており、特に動画視聴をしている児童生徒の割合は、前回調査結果も下回っている。

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらい
ありますか

友達関係に満足していますか
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　③　　学習習慣、学習環境等

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（20） 75.2 80.2 80.7 80.7 80.5 78.6

（21） 49.6 50.6 54.6 66.0 63.2 64.3

（22） 38.8 40.4 48.6 51.5 55.6 63.0

（24） 8.4 10.5 11.6 6.4 7.7 7.3

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

　④　　地域や社会に関わる活動の状況等

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（25） 80.9 83.8 83.5 77.9 77.7 76.1

（2６）

80.5 88.8

67.6 74.5

61.4 69.9

43.9 66.4

41.8 39.7

39.6 37.5

24.2 27.1

6.1 24.9

4.8 3.1

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

番号 質問事項

小学校 中学校

　　上記で取り上げた質問項目について、小学校では、肯定的に回答した児童の割合が、前回調査結果及び全国の
割合を下回っている。（２２）については、小中学校ともに全国の割合を大きく下回っている。

新聞を読んでいますか　※週1回以上

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で
学び方を考え、工夫することはできていますか（新規）

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当
たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強してい
る時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネット
を活用して学ぶ時間も含む）　※１時間以上

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくら
いの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家
庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して
学ぶ時間も含む）　※１時間以上

（数値は回答の割合）

習い事（スポーツに関する習い事を除く）をしている 家で勉強や読書をしている

学習塾など学校や家以外の場所で勉強している スポーツ（スポーツに関する習い事を含む）をしている

小学校第６学年 中学校第３学年

（数値は肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合）

放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか（複数選択）

学校の部活動に参加している

友達と遊んでいる 家族と過ごしている

友達と遊んでいる

家で勉強や読書をしている 学習塾など学校や家以外の場所で勉強している

スポーツ（スポーツに関する習い事を含む）をしている

　　地域や社会に関わる質問項目について、小学校においては、肯定的に回答した児童の割合が、全国の割合を下
回っているものの、小中学校ともに前回調査結果と比べて改善傾向が見られる。

（数値は肯定的な回答の割合）

質問事項

放課後子供教室や放課後児童クラブ（学童保育）に参加し

ている
習い事（スポーツに関する習い事を除く）をしている

地域の活動に参加している 地域の活動に参加している

家でテレビや動画を見たり、ゲームをしたり、SNSを利用し

たりしている

家でテレビや動画を見たり、ゲームをしたり、SNSを利用した

りしている

家族と過ごしている
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　⑤　　ICTを活用した学習状況
　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（27） 85.5 87.6 85.5 96.7 94.6 89.0

（28-1） 85.0 85.6 85.5 88.5 83.5 80.2

（28-2） 92.4 92.0 92.1 96.9 95.0 93.9

（28-５） 77.4 78.9 79.2 87.0 81.4 77.7

（28-６） 88.2 87.2 86.1 92.8 89.3 86.2

（28-７） 89.7 88.4 87.1 91.8 87.9 85.2

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

　⑥　　主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（29） 63.1 64.7 67.6 65.1 62.9 64.8

（30） 77.0 81.3 81.9 81.3 82.4 80.3

（31） 72.4 76.9 79.6 74.8 74.6 75.4

（32） 81.4 83.7 84.3 81.1 82.5 80.9

（33） 84.8 86.0 86.3 85.7 86.9 86.1

（34） 78.0 80.9 80.8 79.8 79.2 77.9

（35） 82.7 84.0 83.7 81.1 80.7 79.0

（36） 90.4 89.4 87.9 84.4 86.3 84.9

（37） 90.7 91.6 91.6 91.8 92.7 92.3

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

番号 質問事項

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していない
ところについて、分かるまで教えてくれていると思いますか

これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組んでいましたか

これまでに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学
習時間などになっていましたか

質問事項

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にし
て、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいます
か（新規）

ICT機器を活用することで、自分の考えや意見を分かりや
すく伝えることができる（新規）

ICT機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べ
たりしやすくなる（新規）

ＩＣＴ機器を活用することで、自分のペースで理解しながら
学習を進めることができる（新規）

ＩＣＴ機器を活用することで、分からないことがあった時に、
すぐ調べることができる（新規）

　　中学校においては、上記で取り上げた全ての質問項目について、肯定的に回答した生徒の割合が、全国の割合
を上回っている。また、（２８－２）（２８－６）（２８－７）については、小中学校ともに肯定的に回答した児童生徒の割合
が全国の割合を上回っている。

　　（２９）（３０）（３１）については、小中学校ともに肯定的に回答した児童生徒の割合が、前回調査結果を上回って
いる。中学校においては、複数の質問項目で全国の割合を上回り、前回調査結果と比べて改善傾向が見られる。

これまでに受けた授業では、各教科などで学んだことを生
かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考
えたり、生かしたりすることができると思いますか（新規）

小学校第６学年 中学校第３学年

これまでに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器
を、どの程度使用しましたか　※週１回以上

番号

（数値は肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合）

中学校第３学年

これまでに受けた授業で、自分の考えを発表する機会で
は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立
てなどを工夫して発表していましたか

小学校第６学年

（数値は肯定的な回答の割合）

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった
点を見直し、次の学習につなげることができていますか

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができてい
ますか（新規）

ICT機器を活用することで、友達と協力しながら学習を進
めることができる（新規）
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　⑦　　総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（38） 69.6 74.7 81.3 80.3 77.0 82.2

（39） 79.8 82.2 84.2 85.5 86.4 86.3

（40） 78.1 81.3 82.5 81.0 81.4 80.6

（41） 86.5 86.9 88.2 92.8 91.8 91.7

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

　⑧　　学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語、算数・数学、理科）

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（42） 54.0 57.7 62.0 50.7 64.3 64.3

（43） 94.5 94.4 94.5 94.5 94.6 93.9

（44） 83.9 87.1 86.3 81.8 86.1 82.7

（45） 92.4 93.3 93.2 91.1 91.9 90.6

（50） 60.7 61.9 61.0 56.6 59.4 57.2

（51） 95.1 95.0 94.6 89.0 89.3 87.2

（52） 83.9 84.8 82.1 78.3 79.8 75.7

（53） 94.6 94.7 94.1 81.7 81.6 78.5

（58） 78.8 80.9 83.6 60.0 67.2 68.3

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　
（数値は肯定的な回答の割合）

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が
努力すべきことを決めて取り組んでいますか

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会
で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決
めていますか

　上記の質問項目について、肯定的に回答した児童生徒の割合が、全国の割合を下回っているものが多いが、全て
前回調査結果を上回っており、中学校においては、（４０）（４１）に対する肯定的な回答の割合が、全国の割合を上
回っている。

番号
小学校第６学年

質問事項

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループ
で話し合ったりする活動に取り組んでいますか

質問事項

　　（４２）（５０）（５８）について、肯定的に回答した児童生徒の割合が、小中学校ともに全国の割合を下回っている
が、「算数・数学」については、小中学校ともに前回調査結果と比べて改善傾向が見られる。
　　（４３）（５１）については、小学校では国語が全国と同等、算数が全国の割合を上回っている。中学校では、国語・
数学ともに、全国の割合と前回調査結果を上回っている。
　　（４４）（５３）については、小学校では算数において、中学校では国語・数学ともに全国の割合を上回っている。

国語の授業の内容はよく分かりますか

算数（数学）の授業で学習したことは、将来、社会に出た
ときに役に立つと思いますか

理科の勉強は好きですか（R4と比較）

算数（数学)の勉強は大切だと思いますか

国語の勉強は好きですか

算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか

算数（数学）の勉強は好きですか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役
に立つと思いますか

中学校第３学年

番号

国語の勉強は大切だと思いますか

中学校第３学年

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集
め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り
組んでいますか

小学校第６学年

（数値は肯定的な回答の割合）
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Ⅱ＜学校質問調査＞

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（１２） 100 97.9 97.3 100 95.9 94.0

（１３） 100 97.1 97.0 90.9 96.6 96.5

（１４） 100 98.8 97.3 90.9 92.0 91.8

（小68）

（中72）
77.8 75.0 64.0 81.9 75.9 69.0

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

　　　　　　　　　　　　 ＊ ：前回調査に比べて改善傾向にあるもの ：全国の割合を上回っているもの

松阪市 三重県 全国 松阪市 三重県 全国

（小69）

（中７3）
55.6 46.5 43.2 54.6 86.5 76.1

(小70）

(中７４）
94.5 94.4 88.9 81.9 87.3 84.1

(小７１）

(中７５）
100 98.3 96.1 90.9 91.3 91.9

(小7２）

(中７６）
91.6 90.3 89.7 81.8 85.2 84.0

(小7３）

(中７７）
91.7 90.5 87.8 90.9 87.9 82.8

＜松阪市全体の特徴的な傾向＞　

　　学習指導要領では、「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る」という理念を学校と社会とが共有し、社会
と連携・協働しながら未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「社会に開かれた教育課程」の実現を重
視し、その理念を前文に明示している。
　　この理念の実現に向けては、義務教育9年間を通して、組織的・継続的に地域と学校が連携・協働していくことが
重要であることから、以下の質問項目を取り上げた。

中学校第３学年

前年度までに、近隣等の小中学校と、教科の教育課程の接
続や、教科に関する共通の目標設定等、教育課程に関する共
通の取組を行いましたか

番号 質問事項
小学校第６学年

指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互
の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた横断的な視点で、
その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列してい
ますか

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データな
どに基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る
一連のPDCAサイクルを確立していますか

①　　校内体制及び学校間連携等

　　小学校においては、上記で取り上げた全ての質問項目について、肯定的に回答した学校の割合が、全国の割合
を上回っている。
　　（小７３）（中７７）については、小中学校ともに全国の割合を上回っている。

指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要
な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源を含めて活用
しながら効果的に組み合わせていますか

調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、学校で
は、児童生徒が行った家庭学習の課題について、その後の教
員の指導改善や児童生徒の学習改善に生かしましたか

前年度までに、家庭学習について、児童生徒が自分で学ぶ
内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるような活動
を行いましたか（新規）

前年度までに、家庭学習の取組として、学校では、家庭での
学習方法等を具体例を挙げながら教えましたか

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によっ
て、学校と地域や保護者の相互理解は深まりましたか

職場見学を行っていますか（職場体験活動を何日程度行い
ましたか）　※１日以上

番号 質問事項
小学校第６学年 中学校第３学年

　　上記で取り上げた全ての質問項目について、小学校においては、肯定的に回答した学校の割合が全国の割合を
上回り、前回調査結果と比べて改善傾向が見られる。中学校においても（１２）（中７２）については、全国の割合を
上回っている。

（数値は肯定的な回答の割合、又は※印の頻度等に回答した割合）

②　　家庭や地域との連携等 

（数値は肯定的な回答の割合）
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３　成果につながったと考えられる松阪市の取組

（２）松阪市教育委員会の具体的な取組

　　　「何を学ぶか」だけではなく、「どのように学ぶか」も大切にした授業づくりを進める。

〇 「未来を切り拓く力」の育成に向けた授業改善

〇 教科等の特質に応じた見方・考え方を重視した授業づくり

〇 総合的な学習の時間等における探究的な学習の推進

〇 ICT機器の活用推進による、個別最適な学習と協働的な学習の推進

〇 各教科等の学習内容を横断的な視点で捉えた配列の工夫

〇 各学校のめざす姿や資質・能力の育成につながるPDCAサイクルの確立

〇

〇

②「主体的・対話的で深い学び」の視点等からの授業改善

　　子どもたちに、自らの可能性を発揮し、他者との絆を大切にしながら、失敗を恐れず夢と志をもって挑戦し、
豊かな未来を切り拓く力を育成するため、「本居宣長さんの教え　５つのチャレンジ」を制定し、学校・家庭・地
域がそれぞれの役割を認識し、教育力を高めながら、一体となって子どもたちに「未来を切り拓く力」を育む取
組を進める。

（１）基本的な考え方

学校間による取組の共有（小中連携を含む）

③カリキュラム・マネジメントの確立

　　　学校の教育活動を常に検証し、見直しを図り、学習の成果を高めるため、教育活動の改善を図る。

地域等の外部の資源を含めた、効果的な指導計画の作成・活用

　　文部科学省では、これからの予測困難な社会を生き抜く子どもたちに育てたい力として、教室の中だけで学習
を終えるのではなく、自ら課題を見つけ、自ら考え、判断して行動し、仲間とともによりよい社会や人生を切り拓く
力を掲げている。令和５年度、松阪市においては、学習指導要領の着実な実施とGIGAスクール構想に係るICT
環境整備を踏まえ、子どもたちに未来社会を切り拓くための資質・能力の一層確実な育成を図る取組を各学校
で行った。教育活動の質を高めるためには、子どもたちの学びの姿や教育活動をふり返り、改善・充実を図って
いくことが大切である。

①「本居宣長さんの教え　５つのチャレンジ」を活用した学校・家庭・地域が一体となった教育体制の構築
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４　調査結果の分析

 児童生徒質問調査と学校質問調査、教科に関する調査に係る分析

　　①　学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組状況

番号

（29）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（30）

＜学力とのクロス分析＞

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組ん
でいましたか

　　児童生徒質問調査の結果と教科に関する調査結果からクロス分析を加え、学力との相関関係について考察
した。以下は、児童生徒質問調査に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する調査の平均正答率が高
い傾向が見られた質問項目の中から、主な質問項目を抜粋して掲載している。関連する学校質問調査につい
ても考察した。
　　また、学力との相関関係だけでなく、異なる児童生徒質問調査の結果どうしについてクロス分析を加え、関
連する項目についても考察した。

＜児童生徒質問調査＞質問事項

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

＜児童生徒質問調査＞質問事項

（１）主体的・対話的で深い学びの創造

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

74.8

70.8
69.1

64.663.8

59.560.9

55.154.1

49.7

国語 算数

小学校

60.6

56.5
58.2

54.1
52.3

46
49 

40.5

52.5

45.2

国語 数学

中学校

■発表していた ■ どちらかといえば、発表していた ■どちらかといえば、発表していなかった ■発表していなかった ■発表する機会はなかった

73.2
70.7

68.4

62.661.5
57.657.3 57.3

国語 算数

小学校

62.8
60.7

56.7

51.6
47.8

38.8
41.6

32.8

国語 数学

中学校

（数値は平均正答率）

（数値は平均正答率）
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番号

（31）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（35）

番号

（33）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（31）

（32）

中学校小学校

88.9

＜学校質問調査＞質問事項

前年度までに、各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かす
ことができるような機会を設けましたか

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考え
をまとめる活動を行っていましたか

＜児童生徒質問調査＞質問事項

前年度までに、授業において、児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考
を深めたりするような発問や指導をしましたか

94.4 100

　　主体的・対話的で深い学びに関する上記の児童生徒質問調査の（２９）（３０）（３１）（３３）に肯定的に回答
した児童生徒の方が、教科に関する調査の平均正答率が高い傾向が見られる。学校質問調査の（３１）（３２）
からは、各小中学校において、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善が図られている様子がうか
がえる。
　　一方で、学校質問調査の（３５）については、教科等横断的な視点からの授業改善や、既習事項を生かせる
ような授業展開が必要であることがうかがえることから、今後も、上記質問項目を意識した学習課題や活動、
教師の出場・発問等の在り方等について研究を進めていくことは重要であると考える。

72.8

中学校

前年度までに、学習指導において、児童生徒が、それぞれのよさを生かし
ながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力
し合ったりできるように学習課題や活動を工夫しましたか

94.4 100

＜児童生徒質問調査＞質問事項

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりするこ
とができていますか（新規）

＜学校質問調査＞質問事項 小学校

61.8
58.8

57.1

52.1
50.5

43.844.7

35.1

国語 数学

中学校

71.8

67.368 

63.2 
58 

54.6 57.8

52.4
57.1

58.3

国語 算数

小学校

60

55.155.8

51.149.7

43.544.1

33.8

43 
40.3 

国語 数学

中学校

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない■当てはまらない ■話し合う活動を行っていない

72
69.7

68.2

63
65.3

59.4
57.1 57

国語 算数

小学校

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

（数値は平均正答率）

（数値は平均正答率）

（数値は肯定的回答の割合）

（数値は肯定的回答の割合）
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番号

（小47） （中４７）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（56）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（60）

＜前回調査結果との比較＞

　　教科に関する児童生徒質問調査の（小４７）（中４７）（５６）に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する
調査の平均正答率が高い傾向が見られる。
　　教科に関する調査の国語では、話合いの場面での発言や文章から、目的に応じて必要な情報を整理し、自分の
考えを工夫してまとめることができるかを問う問題が出題されたことから、授業において、要約、説明、論述、話合い
等の言語活動を工夫することが重要である。算数（数学）では、事象から、算数（数学）の問題を見いだし、問題を
自立的、協働的に解決する過程を重視した問題が出題されたことから、授業において、日常生活を絡めながら、活
用できる知識・技能を習得させることが重要である。児童生徒の主体性を高める課題を設定し、多様な考えを出し
合い、よりよい解決方法について考えるよう広げ深める発問、調整・支援が必要である。理科については、（６０）に
対する肯定的回答の割合については、令和４年度調査結果と比べて、改善傾向が見られる。引き続き、予想を基に
観察や実験などを行い、その結果を整理し、結論を導き出すといった問題解決の過程を意識した授業展開が必要
である。

理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか

＜児童生徒質問調査＞　質問事項

国語の授業で、目的に応じて、話すために集め
た材料を、いくつかのまとまりに分けたり結び付
けたりしながら、伝える内容を考えていますか

国語の授業で、話題や展開を捉えながら話し合
い、互いの発言を結び付けて考えをまとめていま
すか

＜児童生徒質問調査＞　質問事項

＜児童生徒質問調査＞　質問事項

算数（数学）の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしていますか

（数値は肯定的回答の割合）

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる

■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

64.7

62.2

R6R4

中学校

松阪市

82.6

76.5

R6R4

小学校

松阪市

60.8

56.6

51 

45 

国語

中学校

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる

■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる

■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる

■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

70.2

62.7
59.6

56.8

算数

小学校

58.9

53

49.9

44.2

数学

中学校

71.1
69.2

63.3

60

国語

小学校

（数値は平均正答率）

（数値は平均正答率）
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番号

（20）

＜学力とのクロス分析＞

（30）

　

【異なる児童生徒質問調査の結果どうしのクロス分析のグラフの見方】

＜児童生徒質問調査＞質問事項

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか
(新規 )

　　主体的な学び方に関する児童生徒質問調査の（２０）に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する調査の
平均正答率が高い傾向が見られる。
　　異なる児童生徒質問調査の結果どうしにおけるクロス集計から、児童生徒が主体性を高められるよう授業改善を
進めることが重要であることがわかる。また、児童生徒が主体的に家庭学習に取り組めるよう、活動を工夫すること
や、授業内容と家庭学習を連動させたり、学校と家庭が連携したりすることも重要である。

質問×質問

クロス集計
［課題の解決に向けて自分から取り組んだ］×［自分で学び方を考え、工夫］

課題解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいると肯定的に回答した児童生徒の方が、分からないことや詳
しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていると回答している割合が最も高い

（20）分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできていますか(新規 )

授

業

で

は

、
課

題

の

解

決

に

向

け

て

、
自

分

で

考

え

、
自

分

か

ら

取

り

組

ん

で

い

ま

し

た

か

■できている ■どちらかといえば、できている ■どちらかといえば、できていない ■できていない

72.4

68.568.2

63.6
62.9

58.3

65.2

58.7

国語 算数

小学校

60
57.156.3

51.251.8

43.6
46.4

35.3

国語 数学

中学校

（数値は平均正答率）

クロス集計の質問の概要

②第２質問事項

①第１質問事項

第2質問事項への

回答の選択項目

第１質問事項への

回答の選択項目

小学校

中学校

56.8 

16.6 

3.6 

10.0 

35.9 

65.2 

40.3 

17.5 

6.3 

16.6 

47.8 

30.0 

1.0 

1.6 

8.3 

42.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

できている どちらかといえば、できている

どちらかといえば、できていない できていない

60.0 

18.3 

12.7 

2.6 

37.1 

66.9 

38.6 

15.8 

2.1 

13.2 

43.9 

42.1 

0.7 

1.1 

4.8 

39.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

できている どちらかといえば、できている

どちらかといえば、できていない できていない

小学校 中学校

考察

（数値は回答の割合）

①第1質問事項に「当てはまる」と回答

した児童生徒のうち、

②第2質問事項で「できている」と回答

している割合

16



番号

（32）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（30）

番号

（37）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（31）

学習指導において、児童一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しまし
たか

91.7 100

＜児童生徒質問調査＞質問事項

５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていまし
たか

＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

＜児童生徒質問調査＞質問事項

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組
んでいますか（新規）

＜学校質問調査＞質問事項 小学校 中学校

学習指導において、児童生徒がそれぞれの良さを生かしながら、他者と情報
交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように
学習課題や活動を工夫しましたか

94.4 100

70.6

66.366.8

62.461.2

56.2
57.8

51.1

国語 算数

小学校

57.4
53.2

55.9

50.9
54.7

42.540.7

30.6

国語 数学

中学校

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

73.2

68.6
67.4

62.7
60.8

56.757.8 56.7

国語 算数

小学校

59.5
56.756

51
53.8

45.1
48.3

39.4

国語 数学

中学校

（数値は平均正答率）

（数値は平均正答率）

（数値は肯定的回答の割合）

（数値は肯定的回答の割合）
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（３７） （３２）

（３７） （３２）

授

業

や

学

校

生

活

で

は

、
友

達

や

周

り

の

人

の

考

え

を

大

切

に

し

て

、
お

互

い

に

協

力

し

な

が

ら

課

題

の

解

決

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

か

（
新

規

）

【
協

】

授

業

は

、
自

分

に

あ

っ
た

教

え

方

、
教

材

、

学

習

時

間

な

ど

に

な

っ
て

い

ま

し

た

か

【
個

】

授

業

や

学

校

生

活

で

は

、
友

達

や

周

り

の

人

の

考

え

を

大

切

に

し

て

、
お

互

い

に

協

力

し

な

が

ら

課

題

の

解

決

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

か

（
新

規

）

【
協

】

授

業

は

、
自

分

に

あ

っ
た

教

え

方

、
教

材

、

学

習

時

間

な

ど

に

な

っ
て

い

ま

し

た

か

【
個

】

質問×質問

クロス集計
［個別最適］×［協働的］× ［学校に行くのは楽しい］

個別最適な学びと協働的な学びの両方に取り組んだグループ（個〇協〇）が、学校に行くのは楽しいと回答してい
る割合が最も高い

（１６）学校に行くのは楽しいと思いますか

質問×質問

クロス集計
［個別最適］×［協働的］× ［自分には、よいところがある］

個別最適な学びと協働的な学びの両方に取り組んだグループ（個〇協〇）が、自分にはよいところがあると回答し
ている割合が最も高い

（９）自分には、よいところがあると思いますか

　　個別最適な学びと協働的な学びに関する児童生徒質問調査の（３２）（３７）について、肯定的に回答した児童生
徒の方が、教科に関する調査の平均正答率が高い傾向が見られる。
　　学校質問調査の（３０）（３１）から、小中学校ともに、授業において個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実をより推進していることがうかがえる。引き続き、ＩＣＴも最大限活用しながら、誰一人取り残すことなく育成する
「個別最適な学び」と、多様な個性を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的な充実を図ることが必要である。
　　さらに、異なる児童生徒質問調査の結果どうしにおけるクロス集計から、個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実が、各教科の正答率だけでなく、幸福感、自己有用感の向上にもつながっていると考えられる。

36.1 

22.7 

22.2 

25.5 

51.6 

50 

52.8 

31.9 

9.5 

18.6 

19.4 

25.5 

2.7 

8.7 

5.6 

17 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個○協○

個×協○

個○協×

個×協×

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

42 

31.3 

15.2 

15.3 

42.9 

44.2 

39.1 

36.1 

10.4 

15.3 

26.1 

34.7 

4.7 

9.2 

19.6 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個○協○

個×協○

個○協×

個×協×

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

49.9 

35.5 

22.2 

12.8 

40.2 

37.2 

44.4 

34 

7.4 

21.5 

19.4 

23.4 

2.4 

4.7 

11.1 

29.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個○協○

個×協○

個○協×

個×協×

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

53.9 

29.4 

23.9 

16.7 

35 

44.2 

39.1 

29.2 

8.5 

19.6 

19.6 

20.8 

2.5 

6.7 

17.4 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個○協○

個×協○

個○協×

個×協×

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

小学校 中学校

小学校 中学校

（数値は回答の割合）

（数値は回答の割合）
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（34）

（35）

番号

（小５６）
（中６０）

（小６４）
（中６8）

児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を、どの程度家
庭で利用できるようにしていますか

100 100

小学校 中学校＜学校質問調査＞質問事項

児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業で
どの程度活用しましたか

97.2 100

　　②　ICTを活用した学習状況

質問×質問

クロス集計

［よく分からなかった点等を見直し次の学習につなげる］×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ICT活用で自分のペースで学習する］

（28-１）ICT機器を活用することで、自分のペースで理解しながら学習を進めることができると思いますか

［授業で学んだことを実生活等に生かすことができる］×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［動画等を活用することで学習内容がよく分かる］

よく分からなかった点等を見直し、次の学習につなげたと肯定的に回答した児童生徒は、ICT機器を活用すること
で、自分のペースで学習を進めていると回答している割合が最も高い

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思うと肯定的に回
答した児童生徒は、動画等を活用することで、学習内容がよく分かると回答している割合が最も高い

（28-４）画像や動画、音声等を活用することで学習内容がよく分かると思いますか

学

習

し

た

内

容

に

つ

い

て

、
分

か

っ
た

点

や

、
よ

く

分

か

ら

な

か

っ
た

点

を

見

直

し

、
次

の

学

習

に

つ

な

げ

る

こ

と

が

で

き

て

い

ま

す

か

授

業

で

学

ん

だ

こ

と

を

、
次

の

学

習

や

実

生

活

に

結

び

つ

け

て

考

え

た

り

、
生

か

し

た

り

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

思

い

ま

す

か

質問×質問

クロス集計

67.8 

42.4 

29.1 

45.2 

27.8 

51.2 

57.5 

28.6 

3.8 

4.5 

9.5 

14.3 

0.6 

1.4 

3.4 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

47.2 

23.6 

9.6 

32.3 

41.8 

58 

51.9 

22.6 

8.7 

15.5 

28.8 

19.4 

2.3 

2.9 

9.6 

25.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

中学校小学校

53.9 

21.3 

13.1 

30.8 

39.8 

67 

55.9 

25 

5.4 

10 

25.3 

26.9 

0.8 

1.6 

5.7 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

58.4 

29.7 

24.5 

23.8 

34.6 

61.3 

53.1 

42.9 

5.2 

7.5 

20.3 

23.8 

1.8 

1.2 

1.6 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

小学校 中学校

（数値は回答の割合）

（数値は回答の割合）

（数値は肯定的回答の割合）

19



（3０）

（3３）

　　ICT機器の活用頻度について、一定の成果が見られた（８～９ページ参照）。異なる児童生徒質問調査の結果
どうしにおけるクロス集計では、「主体的・対話的で深い学び」に関する質問に肯定的に回答した児童生徒ほど、
ICT機器活用の効力感が高い傾向が見られることから、考えや意見を分かりやすく伝える場面や、考えを共有し
たり比べたりする場面など、目的や意図を明確にして、ＩＣＴ機器を適切に活用できるようにすることが重要である
と考える。
　　学校質問調査における（小６４中６8）については、小中学校ともに１００％となっている。これらのことから、引き
続き、児童生徒が目的や課題に応じて、1人1台端末を有効に活用した学び方等を自己決定できるように、家庭
学習と授業を連動させながら取り組むことが大切である。

学

級

の

友

達

と

の

間

で

話

し

合

う

活

動

を

通

じ

て

、
自

分

の

考

え

を

深

め

た

り

、
新

た

な

考

え

方

に

気

付

い

た

り

す

る

こ

と

が

で

き

て

い

ま

す

か

（２８‐６）ICT機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなると思いますか

授

業

で

は

、
課

題

の

解

決

に

向

け

て

、

自

分

で

考

え

、
自

分

か

ら

取

り

組

ん

で

い

ま

し

た

か

課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいると肯定的に回答した児童生徒は、ICT機器を活用する
ことで、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができると回答している割合が最も高い

話合いで、考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていると肯定的に回答した児童生徒は、
ICT機器を活用することで、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなると思うと肯定的に回答している割合が
最も高い

（28‐５）ICT機器を活用することで、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができると思いますか

質問×質問

クロス集計

［課題の解決に向けて自分から取り組む］×
                                          　  　　 　［ICT活用で考えや意見を分かりやすく伝えられる］

質問×質問

クロス集計

［話合いで考えを深めたり新たな考え方に気付いたりする］ ×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ICT活用で友達と考えを共有・比較できる］

74 

43 

30.3 

33.3 

23.2 

50.7 

53.8 

27.3 

2.1 

3.8 

13.4 

18.2 

0.5 

1.6 

0.8 

18.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

67.3 

36.4 

18.9 

15 

27.6 

54.7 

53.1 

22.5 

3.6 

7.6 

23.1 

35 

1.5 

1.3 

4.9 

27.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

63.2 

32.3 

28 

28.9 

29.3 

56.8 

47.6 

36.8 

6.1 

8.7 

20.1 

26.3 

1.1 

1.4 

3.7 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

小学校 中学校

54.6 

28.2 

12.3 

20 

35.2 

54.3 

40.3 

30 

8.6 

15.1 

41.9 

17.5 

1.6 

2.4 

5.1 

32.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

中学校小学校

（数値は回答の割合）

（数値は回答の割合）
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 　① 児童生徒の挑戦心・自己有用感・幸福感等に関する状況

（38）

（40）

番号

（３６）

（38）

（２）カリキュラム・マネジメントの確立

　　総合的な学習の時間や学級活動に関する児童生徒質問調査結果と地域参画に関する児童生徒質問調査結
果のクロス集計を踏まえると、総合的な学習の時間及び学級活動での取組は、児童生徒の「地域や社会をよくす
るために何かしてみたい」という考えの形成に影響を与えている可能性があることから、これらの取組を充実するこ
とは、持続可能な社会の創り手の育成を図るうえで重要である。
　　また、学校質問調査の（３６）から、総合的な学習の時間における探究的な学習が、特に中学校において推進さ
れていることや、(３８)から、小中学校ともに学級活動が充実していることがうかがえる。このことからも、課題を見い
だし、解決するための方法や内容を話し合い、一人一人が自己の課題の解決方法について意思決定し、よりよい
生活や人間関係を築き、学校生活の充実と向上を図る必要がある。

［総合的な学習の時間の探究的な学習］×［地域や社会をよくするために何かしたい］
質問×質問

クロス集計

（25）地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

総合的な学習の時間では、探究的な学習過程ができていると肯定的に回答した児童生徒は、地域や社会をよくす
るために何かしてみたいと思うと回答している割合が最も高い

学級活動における話合いを生かして、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると肯定的に回答した児童生
徒は、地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うと回答している割合が最も高い

学

級

活

動

に

お

け

る

学

級

で

の

話

合

い

を

生

か

し

て

、
今

、
自

分

が

努

力

す

べ

き

こ

と

を

決

め

て

取

り

組

ん

で

い

ま

す

か

質問×質問

クロス集計
［学級活動を生かして努力している］×［地域や社会をよくするために何かしたい］

（25）地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

総

合

的

な

学

習

の

時

間

で

は

、
自

分

で

課

題

を

立

て

て

情

報

を

集

め

整

理

し

て

、
調

べ

た

こ

と

を

発

表

す

る

な

ど

の

学

習

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

か

10097.2
学級活動の授業を通して、今、努力すべきことを学級での話合いを生かし
て、一人一人の児童生徒が意思決定できるような指導を行っていますか

＜学校質問調査＞質問事項

総合的な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の
過程を意識した指導をしていますか

中学校

91.0

小学校

86.1

61.5 

25.8 

11.2 

15.8 

32.8 

59.1 

46.6 

24.6 

4.6 

13.2 

33.2 

21.1 

1.1 

1.9 

9 

38.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

46.1 

19.1 

9.4 

14.3 

40.6 

61.5 

51.9 

30.4 

10.4 

16.8 

33.1 

28.6 

2.6 

2.5 

5.5 

25 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

58.1 

29.4 

16.8 

21.1 

33.5 

57.4 

49.4 

29.6 

6.2 

11.3 

27.8 

19.7 

2.2 

1.9 

6 

29.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

中学校小学校

小学校

46.3 

17.9 

11.3 

9.5 

43 

62.5 

45.2 

26.2 

9 

17.1 

34.4 

33.3 

1.4 

2.3 

8.6 

31 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

中学校

（数値は肯定的回答の割合）

（数値は回答の割合）

（数値は回答の割合）
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番号

（10）

（30）

課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んだと肯定的に回答した児童生徒は、自分にはよいところがあ
ると肯定的に回答している割合が最も高い

　　自己有用感等に関する児童生徒質問調査の（１０）に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する調査の
平均正答率が高い傾向が見られる。
　　また、異なる児童生徒質問調査の結果どうしのクロス集計を踏まえると、児童生徒の主体的に学習に取り組もう
とする意識が、自己有用感等に影響を与えていると考えられる。
　　 児童生徒の挑戦心・自己有用感・幸福感等を高めるために、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業
改善を進めるとともに、教科指導と生徒指導を一体化させた授業づくりが重要である。そして、学校・家庭・地域が
それぞれの立場から、子どもたちの頑張りを認め、ほめ、励ましていくことが大切である。

授

業

で

は

、
課

題

の

解

決

に

向

け

て

、
自

分

で

考

え

、
自

分

か

ら

取

り

組

ん

で

い

ま

し

た

か

＜児童生徒質問調査＞質問事項

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

質問×質問

クロス集計
［課題の解決に向けて自分から取り組む］×［自分にはよいところがあると思う］

（９）自分には、よいところがあると思いますか

＜学力とのクロス分析＞

58.4 

36.1 

20.9 

20 

32.4 

47.3 

46.2 

20 

6 

11.6 

22.9 

27.5 

3.2 

4.9 

9.9 

32.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

小学校

55.4 

27.7 

25.4 

21.1 

35.7 

58.6 

43.4 

36.8 

6.8 

9.7 

25.4 

23.7 

2.1 

4 

5.8 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

中学校

（数値は回答の割合）

69.9

65.1

67.4

63.2

59.3

56.1
57.4

52.9

国語 算数

小学校

57.8

53.1

56.2

50.9
52.5

47.2
44.3

34.4

国語 数学

中学校

（数値は平均正答率）
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番号

（17）

＜学力とのクロス分析＞

（3３）

　 自己有用感等に関する児童生徒質問調査の（１７）に肯定的に回答した児童生徒の方が、教科に関する調査の
平均正答率が高い傾向が見られる。さらに、異なる児童生徒質問調査の結果どうしのクロス集計を踏まえると、
「話合いで考えを深めたり新たな考え方に気付いたりする」に対する回答と、「自分と違う意見について考えるのは
楽しい」に対する回答との間に相関が見られる。このことから、話し合う活動を、考えの共有で終わらせないよう、広
げ深める発問や調整・支援をすることが必要である。

＜児童生徒質問調査＞質問事項

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

質問×質問

クロス集計

［話合いで考えを深めたり新たな考え方に気付いたりする］×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［自分と違う意見について考えるのは楽しい］

（17）自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

学

級

の

友

達

(

生

徒

）
と

の

間

で

話

し

合

う

活

動

を

通

じ

て

、
自

分

の

考

え

を

深

め

た

り

、
新

た

な

考

え

方

に

気

付

い

た

り

す

る

こ

と

が

で

き

て

い

ま

す

か

話し合う活動を通じて、考えを深めたり新たな考え方に気付いたりすることができたと肯定的に回答した児童生徒
は、自分と違う意見について考えるのは楽しいと回答している割合が最も高い

46.8 

17.9 

9.8 

7.5 

39.5 

54.2 

32.2 

17.5 

10.9 

22.9 

41.3 

35 

2.8 

5 

16.8 

40 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

48.7 

18.1 

12.6 

9.1 

41.1 

57.3 

37.8 

27.3 

7.9 

22.6 

40.3 

24.2 

1.6 

1.9 

8.4 

36.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまる

どちらかと

いえば、

当てはまらない

当てはまらない

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

69.4

66.3

68.6

64.3

66.9

60.860.6

53.8

国語 算数

小学校

57.8

53

56.3

52.2

55.3

47.4

53

47.6

国語 数学

中学校

■当てはまる ■どちらかといえば、当てはまる ■どちらかといえば、当てはまらない ■当てはまらない

中学校小学校

（数値は回答の割合）

（数値は平均正答率）
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　②　学校・家庭・地域の一体的な取組に関する状況

番号

（5）

＜学力とのクロス分析＞

番号

（21）

＜学力とのクロス分析＞

＜児童生徒質問調査＞質問事項

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、
携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか

＜児童生徒質問調査＞質問事項

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま
すか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活
用して学ぶ時間も含む）

　　基本的生活習慣等に関する児童生徒質問調査の（５）に「テレビゲームの時間が短い」、（２１）に「普段の勉
強時間が長い」と回答した児童生徒の方が、教科に関する調査の平均正答率が高い傾向が見られる。
　　今後も、学校と家庭が連携を深めるとともに、家庭において、学習の計画を一緒に考えたり、1人１台端末を活
用し、一緒に地域での探究学習に出かけたりして、家庭学習の習慣づくりすることは、児童生徒の学びを広げる
ことにつながると考える。

60.4

54.1

64.5

59 

66.8

62.8

70.9

67.3

73.3

69.8

78.5

74.6

国語 算数

小学校

46.2

38.3

52.9

46.7

55.1

51.9

60.6

56.7

64.3
61.2

66.2

59.2

国語 数学

中学校

74 74 

69.3
67.868.8

63.9

68.1

63.6
65 

57.2 
59.1

52.4

国語 算数

小学校

56.4

52.1

60.5
57.757.1

52.3
53.7

50 

54 

42.5 

46.9

34.1

国語 数学

中学校

■３時間以上 ■２時間以上、３時間より少ない ■１時間以上、２時間より少ない ■３０分以上、１時間より少ない ■３０分より少ない ■全くしない

■4時間以上 ■3時間以上、4時間より少ない ■2時間以上、3時間より少ない ■１時間以上、２時間より少ない ■１時間より少ない ■全くしない

（数値は平均正答率）

（数値は平均正答率）
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（５）

（５） （2）毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

普

段

（
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日
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金
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日

）

、
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日

当
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ど
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い

の

時

間

、
テ

レ

ビ

ゲ
ー

ム

（
コ

ン

ピ

ュ
ー

タ

ゲ
ー

ム

、
携

帯

式

の

ゲ
ー

ム

、
携

帯

電

話

や

ス

マ
ー

ト

フ

ォ
ン

を

使

っ
た

ゲ
ー

ム

も

含

む

）
を

し

ま

す

か

　　基本的生活習慣等に関する異なる児童生徒質問調査の結果どうしのクロス集計では、普段テレビゲームをす
る時間が１日当たり３時間以上であるグループは、１日当たり３時間未満のグループより勉強時間が短く、毎日
同じくらいの時刻に寝ていないという傾向が見られる。
　　このことから、家庭において、児童生徒が、テレビゲームをしている時間を減らし、勉強時間や家族と語らう時
間、運動や読書などをする習慣をつくることが重要である。家族の触れ合いは、児童生徒が基本的な生活習慣や
思いやりの心、社会的マナー等を育む大切な時間である。

質問×質問

クロス集計
［テレビゲームをする時間］×［就寝時刻］

テレビゲームをする時間が、平日1日当たり3時間未満と回答した児童生徒は、毎日、同じくらいの時刻に寝てい
ると回答している割合が最も高い

質問×質問

クロス集計
［テレビゲームをする時間］×［平日の勉強時間］

（21）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で

勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）
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段

（
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日
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、
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ど
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携

帯

式

の
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、
携

帯

電
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や
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フ

ォ
ン

を
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た

ゲ
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も

含

む

）
を

し

ま

す

か

テレビゲームをする時間が、平日1日当たり3時間未満と回答した児童生徒は、平日に勉強をする時間が長い

8 

9.8 

26.4 

17.5 

38 

27.7 

15 

23.1 

8.7 

11.8 

3.8 

10.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間未満

３時間以上

中学校

36.6 

31.5 

45.5 

43 

16.4 

20.8 

1.4 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３時間未満

３時間以上

している どちらかといえば、している

どちらかといえば、していない していない

37.7 

27.9 

44.9 

43.2 

14.2 

22.9 

3.1 

6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３時間未満

３時間以上

している どちらかといえば、している

どちらかといえば、していない していない

9.2 

4.8 

12.7 

11.5 

32 

24.8 

29.6 

27 

13.5 

18.9 

3 

12.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３時間未満

３時間以上

３時間以上 ２時間以上３時間より少ない １時間以上２時間より少ない ３０分以上１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない小学校

（数値は回答の割合）

（数値は回答の割合）

中学校小学校

25



〇

・

〇

・

・

〇

・

　 　

〇

・

〇

・

〇

・

〇

・

①  「『主体的・対話的で深い学び』の視点等からの授業改善」に関して

〇 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

・ 子どもたちが主体的に考え、伝え合い、広げ深めることができる学習展開の工夫

・

〇

〇 授業・家庭学習におけるICTの効果的な活用の研究・推進

②

〇

〇

〇

〇

〇

〇

教育内容や教育活動に必要な人的・物的な体制の確保

人的・物的な体制の確保

・地域等の外部の資源を含めた、効果的な指導計画の作成・活用

コミュニティ・スクール導入と地域学校協働活動の一体的な取組の推進

・子どもも大人も学び合い育ち合う教育体制の構築

・各教科等の学習内容を横断的な視点で捉えた配列の工夫

・学校全体における言語活動を意識した教育課程の工夫

・教育課程の趣旨について家庭・地域と共有

PDCAサイクルの確立

・各学校のめざす姿や資質・能力の育成につながるPDCAサイクルの確立

学級経営マイスター事業・スリンプルプログラムの推進

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取組の推進

指導と評価の一体化の推進

非認知能力（自己肯定感・自己有用感等）の育成に向けた取組の充実

子どもも大人も学び合い育ち合う教育体制の構築

中学校区の豊かな自然や歴史・文化、産業等の学びを介し、夢を育み未来を切り拓く力を、学校・家庭・

地域が一体となって育む研究及び研究成果の還流

松阪市標準学力調査の活用

児童生徒の課題を早期に把握し、一人ひとりの子どもに応じたきめ細やかな指導を進めるための支援

教務担当者会議、教科担当者会議、研修担当者会議等の充実

教育イノベーションプロジェクトの推進

「未来を切り拓く力」育成モデル校区による取組の充実

現代的諸課題に対応して求められる資質・能力や学習の基盤となる資質・能力（言語能力・情報活用能

力・問題発見・解決能力等）の育成に向けた実践・研究

ICTの利活用による個別最適な学びと協働的な学びの一体的な取組の充実

５　全国学力・学習状況調査結果を踏まえた今後の取組

学力向上推進協議会の設置

（１）松阪市教育委員会の施策の充実

教育ビジョンの実現に係る方策等の立案及び成果等の検証

（２）学校の実践の焦点化

教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせることができる学習活動の設定

「カリキュラム・マネジメントの確立」に関して

学校の教育目標を踏まえた各教科等の学習内容を横断的な視点で捉えた配列の工夫

教育課程の実施状況の改善を図るためのPDCAサイクルの確立

総合的な学習の時間等における探究的な学習・教科等横断的な学習の充実
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